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やくいを打ってひもで結ぶ等の安全対策を。

A水辺の景観に配慮しつつも閉ざされ
た空間にせず、釣り人等の監視による事

故の抑止等も含め、看板や安全性のあ

る柵の設置等、水辺公園に配慮しつつ、

安全を最優先とした対策を県と協力し

て事故の再発防止に取り組む。

Qアクションプランでも水辺の安全対策
を盛り込む必要があるのでは。

A本アクションプランを活用して課題
解決を進め、事業の将来展開に努める。

Q水辺の安全教育の充実を求める。
A過日の大堀川での事故を受け、これ
まで以上に注意喚起や啓発、危機回避

能力を養い、水難事故の再発防止に取

り組む。

Q柏ナンバーの寄附金を水辺の安全対
策や安全教育に使用してはどうか。

A手賀沼周辺の整備や安全対策も使用
使途としてふさわしい。今後、協議会の

場で寄附金活用の具体的検討を行う。

教育行政について
Q国語教育の取り組みのさらなる充実を。
A国語教育は授業面と生活面の２点に
分けて考えており、全ての教科領域の

基軸である。今後も学習の基盤となる責

任ある教科と捉えて充実改善に取り組む。

Q駅前図書館の実現を求める。
A公共施設等総合管理計画の中で、図
書館全体のあり方も見直しを進めてい

く。

地域支援について
Q町会の活性化をどう考えるか。
A活発化して地域の強化につなげたい。

会事業費や自治体の負担金、大会運営

における人員確保など課題もあるが、全

国に多数ある大会の中で、ランナーに選

ばれる魅力ある大会になるようフルマラ

ソン化も含め、共同開催である我孫子市

や実行委員会と協議していく。

ラグビーＷ杯公認キャンプ誘致の
状況
Q本市は2019年に日本で開催されるラ
グビーワールドカップの公認キャンプ地

に立候補しているが、これまでに示され

ていたスケジュールでは平成29年夏に

候補の発表があるとのことだった。しか

し現在まで発表に至っていない。どのよ

うな状況か。

A本市では平成29年３月から６月にかけ
て大会組織委員会による実地調査が行わ

れた。当初の予定では、実地調査後に候

補を発表するとのことだったが、各自治

体とのさらなる調整が必要との理由で見

送られた。一方で、本市の宿泊施設や練

習施設は一定の評価を得ており、平成30

年３月までに行われる出場チームによる

実地調査の際に、視察受け入れに協力を

お願いしたいと組織委員会から通知が

あった。キャンプ地の決定は4月以降にな

るが、本市が選ばれることを期待している。

平和都市宣言
世界の恒久平和を願い「非核三原則の堅持」

「核兵器廃絶と軍備縮小」を訴える宣言。本

市は、昭和60年（1985年）３月20日に

平和都市宣言を行った。

孤独死
主にひとり暮らしの人が、経済的に困窮して

しまったり、近隣や行政との関係を自ら拒否

したりするなどして社会的に孤立した結果、

身内や近所の方にも知られずに亡くなること。

ちば電子調達システム
千葉県及び県内の市町村等（各団体）の電子入札、

入札情報（入札結果・契約結果等）の提供、各団

体への入札参加資格申請を行うためのシステム。

マイナンバー
住民一人ひとりが持つ12桁の番号のこと。

マイナンバーの利用により、税や年金、雇用

保険などの行政手続に必要だった添付書類が

削減され、これらの手続の利便性が高まるこ

とを目的としている。

手賀沼エコマラソンの様子

見守り事業強化で孤独死 知●＋対策を
Q昨今、高齢者の孤独死の問題が深刻
化しているが、本市の対応の方針は。

A高齢者の孤独死対策事業として地域
見守りネットワーク事業があり、電気、

ガスなどのライフライン事業者や郵便事

業者など15事業者、66店舗と協定を

締結し見守り活動を実施している。具体

的には、協定を結んだ業者が業務活動中

に異変を発見した際に通報の協力をお願

いしている。これまでの通報事例として、

27年度が４件、28年度が13件、29

年度は12月１日までで6件ある。

Q東京都 飾区では、毎日訪問する乳酸

菌飲料販売員を活用し、見守り事業を

行っているが。

A御案内のような事例も参考に、地域
全体で多様な主体が連携しあって高齢

者を支える体制づくりに取り組んでいく。

Q 飾区の事例のような取り組みは、民

生委員の負担軽減にもつながるのではな

いか。

Aその点も踏まえ、広く地域の資源を
活用できるような方策を検討していく。

手賀沼エコマラソンをフルマラソンへ
Q平成25年にハーフマラソンである同大
会のフルマラソン化を質問した際には、警

備面や運営体制、交通規制などの課題が

あると答弁があった。平成29年から日本

陸上競技連盟の公認大会になるなど同大

会の価値が上がっているが、状況に変化は。

A同大会のフルマラソンへの移行は、
さらなる経済効果が期待でき、地域活

性にもつながっていくと予想される。大
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手賀沼を含む水辺の整備方針
Q首都圏随一の水辺公園としての整備方
針に込められた思いは。

A 手賀沼は、豊かな自然環境が残り、
柏の象徴や誇りと言える大切な資源であ

り、人が集いたくなる空間を創出したい。

Q手賀沼・手賀川活用推進のためのアク
ションプランの実現可能性をどう考える。

A事業の進行管理や推進体制の整備と
いった性格も有し、実効性の向上を図る。

Q道の駅及び緑道で朝市を行っては。
A朝市も含め、今後も地域の方々とイ
ベントのアイデアを出し合いながら検討

していく。

Qさらなる水上スポーツの推進を求める。
A水上スポーツの推進は、大きな意義
がある。多様化するニーズに対応して、

新たな交流の場を創出していく。

Q大津川の散歩道の整備を求める。
A柏市自転車総合計画にも位置づけら
れており、活用も期待できるので、将来

の整備についても調整していく。

水辺の安全対策のさらなる充実
Q危険箇所の看板を子供目線でわかり
やすい看板に再設置を求める。

A県に対しても市民の皆様の気持ちを
伝え、安全対策を働きかけていく。

Q危険箇所は立入禁止にせず、木
もく

柵
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設置
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共有しているものだと思っている。しか

し、外交的視点では日本政府の対応も当

然だと思っている。核保有国であるアメ

リカ、ロシア、中国、イギリス、フラン

スなどが核兵器禁止条約に反対しており、

現実的にはこのような核保有国が賛成し

なければ具体な進展はない。また現在の

核兵器による抑止効果をベースとした安

全保障を考えた場合、現実を踏まえた外

交対応が必要である。特に最近の北朝鮮

は核兵器の使用をほのめかす外交を行っ

ており、日米同盟の中で核兵器を保有す

るアメリカによる抑止力に頼ることは現

実的な選択だと思う。平和首長会議は市

民的視点に基づく内容であり、また日本

政府の対応は外交的な戦略に基づく内容

であり、併存しても問題ないと思われる。

消防力整備計画
Q国の基準とは別に本市の基準を示すべ
きではないか。

A市民が不安を持たないよう今後は本
市の消防力整備方針を示していく。

職員定数条例の改正議案
Q育児休業等の代替要員の確保につい
ては、法令に基づいて適切に運用される

とともに、正しい増員理由を把握し、しっ

かりと積算すべきではないか。

A定数外職員の取り扱いを含めた職員
定数条例の運用については、指摘も踏

まえ、今回の条例改正を契機としてより

適切な運用が図れるよう十分検討する。

平和首長会議
Q核兵器禁止条約の早期発効を求める
特別決議が発表されたが、政府の立場と

異なる決議に対して、会議加盟市として

どのように対応するのか。

A本市としては平和都市宣言 知●＋を行っ
ていることから、平和首長会議の特別決

議は尊重したいと考える。人道的、市民

的視点と安全保障的、外交的視点が併存

しても問題ないと認識している。市民視

点では核の悲劇を二度と繰り返すことが

ないよう核廃絶を訴えることは当然であ

り、この目標については世界全ての人が

選挙事務
Q衆議院比例代表選挙の開票作業にお
いて、票数が誤って数えられそうになっ

た事案の原因と再発防止策について。

A職員の選挙に対する重要性の認識が
欠けていた。必要な研修を行い、開票方

法を見直し、機械と人のダブルチェック

の仕組みをつくる。

税収事務とマイナンバー 知●＋

Q 市税決定通知書の宛先がマイナン
バー取扱者であると限らない給与担当者

となっているが、個人情報漏えいの重要

性を考慮した宛先とすべきではないか。

A指摘の点も踏まえ、このほかの表記
方法として的確なものがあれば、積極的

に取り入れたい。

 公明党 塚
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たため、副市長名で設計金額の適正管

理を行う旨の通知を行った。

パスポートセンター
Qパスポートセンター開設に向けた市の
取り組み状況はどうなっているか。

A柏駅前行政サービスセンターと同じ
建物のマルイ７階に、平成30年10月

１日開設予定で準備を進めている。

オリンピック聖火リレー
Q東京オリンピックの聖火リレーは、国内
で約100日間、全都道府県を走る予定と

聞いており、そうすると千葉県内は最低２

日走るのではないかと予想される。本市で

入札情報の漏えい防止
Q 11月に千葉県東 飾土木事務所長ら

３名が県発注の排水路工事の入札前に業

者に予定価格を漏えいしたとして逮捕さ

れた。本市では入札情報の漏えい防止の

ためどのような取り組みを行っているか。

A平成23年に契約事務の手引きを全面
的に見直し、検査監督体制改善のため

の技術管理課の設置、26年度に手続の

透明化のためちば電子調達システム

知●＋の運用開始と発注者綱
こ う き

紀保持ガイ

ドライン 知●＋を策定した。また今年度
予定価格に極めて近接した入札があっ

豊かな自然環境が残る手賀沼
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質疑並びに一般質問
　12月定例会では６日間にわたり、市の課題や将来
の展望・計画、市政運営がしっかり行われているの
かなど、市長や市に対して23人の議員が質問しまし
た。ここでは、その一部をお知らせします。　

※この記事は各議員が要約して執筆しています。
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東 ６市
千葉県北西部の東 飾地域にあ

る柏市、野田市、松戸市、流山

市、我孫子市、鎌ヶ谷市の６市。

インスタグラム
スマートフォンで、写真や動画を

簡単に共有することができるＳＮＳ

（ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス）アプリケーションやサービス

のこと。

かしわのしゃしん
かしわインフォメーションセンターが主催している、「かしわ」

の魅力をインスタグラムで発信する参加型のキャン

ペーン。ハッシュタグ「#かしわのしゃしん」また

は「#kashiwamoment」をつけて投稿するだけ

で誰でも簡単に参加できる。
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ファンディング 知●＋の手法による寄附募
集も開始している。今後新たな事案に合

わせて制度の活用を検討していきたい。

いじめ匿名通報アプリ
Qこの事業は市内中学校で対応している
が、今後、市内私立中学校への提供や小

学校高学年に対しても対応を進めるべき

だと考えるがいかがか。

A市内私立中学校への導入は学校側か
ら要望があれば該当校、アプリを運営す

るストップイットジャパン、市教育委員

会で協議していく。小学校への導入につ

いては、30年度モデル校を選定して小

学6年生に試験的に導入することを検討

している。

病児・病後児保育
Q今年度新設予定の柏たなか病院の病
児・病後児保育の実施計画はどうなって

いるのか。

A現在実施に向け協議している。オープ
ンは平成30年３月ごろと見込んでいる。

インスタグラム 知●＋の活用
Qインスタグラムは、今最も注目される
ＳＮＳと言われ、また平成29年のヒット

商品のキーワードは「インスタ映
ば

え」と

も言われている。そこで、本市の魅力発

信のツールとしてインスタグラムを活用

してはどうか。

Aインスタグラムのユーザーは国内では
2,000万人、世界では８億人と言われ若

い人を中心に利用がふえ、観光や地域活

性化を目的とした自治体活用も進んでい

る。本市では、かしわインフォメーション

センターがプロのカメラマンを中心にク

オリティーの高い写真を撮影し投稿する

「かしわのしゃしん」 知●＋アカウントを開
設し配信を始めている。ここに写真を投

稿してもらえるよう市の広報媒体でＰＲ

し本市の魅力発信に努めたい。

柏市ふるさと納税
Q柏市ふるさと寄附金事業 知●＋が10月
1日より始まっている。適宜適切に、こ

の事業のブラッシュアップを行い、多く

の方々に支持していただけるように進

めるべきである。現在の寄附額や状況

についてお聞きしたい。

A 10月よりこの事業を開始してから11
月末までの２カ月間の寄附件数は445

件、寄附金額は1,415万円である。ま

た12月１日よりガバメントクラウド

ながると考えるがいかがか。

A私立認可保育園協議会から保育事業
に関して随時提案、要望をいただいてお

り、お互いの意見交換を通して、協議し

ながら真
し ん し

摯に対応している。協議会の総

会、定例会には担当部署職員が出席し、

保育に関する重要事項について、説明や

質疑に答えながら共通理解と情報の共

有化を図っている。今後もさらに連携を

強化することにより、待機児童対策、保

育の質の向上に努めていく。

投票しやすい環境づくり
Q期日前投票のためにパレット柏を訪れ
た方に対し、市営駐車場の料金を無料に

してはどうか。

A現行の料金体系で市営駐車場に車を

受療内容回答書
Q国民健康保険における柔道整復の施
術に係る受療内容回答書だが、何の目的

で行っているのか。

A国民健康保険加入の市民に対する本
格的調査としては、29年度が開始初年

度ということもあり、施術を受けた方に

十分な御理解がいただけなかったと認

識している。今後は、調査依頼文の内

容を変更するなど、誤解が生じないよう

手法を見直すことにより、多くの市民に

協力いただけるよう改善を図っていく。

待機児童対策
Q既存の私立認可保育園と連携を図り、
園からの要望には真

し ん し

摯に向き合い、柔軟

な対応をすることが待機児童の解消につ

とめ、提携する特約店を利用した場合、

一定時間の料金が無料になる割引制度

がある。他の目的とあわせて期日前投票

に訪れる方が大半と想定し、特約店を利

用してもらえれば新しい割引を導入せず、

投票に訪れた大半の方が一定の割引を

享受できると考える。今後、市営駐車場

が投票率向上にどのように貢献できるか

選挙管理委員会と検討していきたい。

旧そごう柏店跡地利用について
Q旧そごう柏店閉店から既に１年以上が
経過したが、今後の見通しは。

A人通りの減少やにぎわいの喪失が懸
念され多くの市民の関心事であると強く

認識している。見通しについては不透明

な状況であるがそごう・西武、三井不動

産との意見交換を行い、早期の方針決定

とにぎわいにつながる活用を働きかける。

Q選挙公報に書きながら言わない。積極
的に情報を開示する姿勢が全くない。民

間の人たちとどこかで協議しているのか。

Aしていない。
ＴＸ沿線開発は税金の持ち出し
QＴＸ沿線開発への本市の支出分は平成
44年までで事業費が848億円、人件費

も既に64億円である。市の試算では税

収効果は44年までで498億円だ。税収

としては永久に取り戻せないではないか。

A税収の面ではそういうことだ。
東海第二原発の廃炉を求めよ
Q東海第二原発は絶対に重大事故は起
きないと考えているのか。

Aそう信じている。

教育を政治目的に利用するな
Q選挙での市長の主張は、柏の経済を
衰退させないよう子育て世帯を永続的に

呼び込むため「魅力あふれる公立小学校」

が大切というもので、教育を市長の施策

実現の手段に使うもの。教育基本法の教

育の目的に反している。撤回すべきだ。

A多数の事業の中で特に効果があるの
が魅力ある学校づくりだということで申

し上げた。

「駅前の新しい形」とは
Q市長の選挙公約の「駅前の新しい形」
とは具体的には何か。

Aこれから検討する。具体的な中身は
私の頭の中。申し上げるのは時期尚早だ。

Aコミュニティ交通は重要だと思って
いる。柏中央地域で実証実験を行うが、

いつからという予定は立っていない。

学校給食費の無償化
Q子育て支援、多子世帯支援のため、給
食費の完全無償化に向けて、当面第３子

以降の給食費の無償化を求める。

A国の動向や先進自治体の事例を参考
にしながら、慎重に検討する。

大堀川の安全確保
Q柏ふるさと公園近くの大堀川河口で、
市内の小学３年生の児童が亡くなるとい

う事故があった。県は「川への近づきや

すさ」などを考えて整備しながら、管理

していない。県に具体的な安全対策を強

く要請し、本市としての対応も求める。

A県とどんな対策が有効か、話し合っ
ている。お互い協力して、具体的な方策

を出していく。

ふるさと柏ミュージアム
Q私は３月議会で、博物館の建設を求め
た。ミュージアムの構想はいつからどの

ような形で検討を始めるのか。

A今年度中にスタートしたい。
コミュニティバスの実現
Q地域を循環するコミュニティバスは、
市内各地で要望されている。公共交通活

性化協議会でも道幅が狭い道路があるこ

とを想定し、小型バスの運行も検討する

としている。来年度の実証実験を求める。

会の外出介護を認めるべきである。

A市民として誰もが参加できるもので
あることから、利用が可能であると考え

ている。

Q外出介護を利用する場合、一旦自宅に
戻らないと利用できないのか。

A自宅外からの利用開始または利用終
了も可能としている。

子どもの医療費助成について
Q子どもの医療費助成に所得制限を設け

介護保険料について
Q第４回高齢者健康福祉専門分科会資料
では、第７期保険料が基準額で5,948

円と示された。月1,048円の値上げであ

り、保険料の値上げはやめるべきである。

A保険料額案の作成に当たっては、今
後国から示される報酬改定に関する情

報などの反映を予定している。

障がい者の外出介護について
Q選挙のときなど政党や候補者の演説

柏市ふるさと寄附金事業のパンフレット

期日前投票を行ったパレット柏

発注者綱
こ う き

紀保持ガイドライン
本市職員が発注事務を執行する上で守らなければいけな

い点や、問題が生じた際にとるべき行動などを関係法令を

交えて解説し、発注者としての綱
こうき

紀保持に関して、必要な

基本的事項をまとめたもの。

 ４
ページ

 ４
ページ

 ４
ページ

 ３
ページ

も東 ６市 知●＋と連携して、積極的に聖
火リレーの誘致活動を行うべきではないか。

A東 ６市との連携をさらに強めなが

ら積極的な誘致に努めてまいりたい。

期日前投票
Q今回の衆議院選挙では、大型台風の
影響があったとはいえ、期日前投票所が

大混乱となった。現在６カ所の期日前投

票所の増設と時間延長すべきではないか。

A期日前投票所はさらに増設する方針
であり、開設時間が午後５時までのとこ

ろは午後８時まで延長できるように施設

側と調整をしていきたい。

障害者施設等への通所交通費の助成
Q本市の助成基準は船橋市、鎌ケ谷市
と同じく２分の１助成で上限が5,000円

だが、流山市は上限が１万円、松戸市は

全額支給である。本市でも近隣市のよう

に増額すべきではないか。

A 28年度の助成件数760件のうち約
８割の625件が限度額内の助成ではあ

るが、障害者の通所範囲が都内などの

事業所へ広がっていることから、今後、

助成基準を検証していきたい。
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公民館・教育福祉会館の改修工事期間
Q地域に出て、「青空公民館」を。
Aともに学び合う地域を目指したい。
Q教育福祉会館を地域共生社会実現の
新しい福祉拠点にする構想は。

A地域共生社会の実現を目指したい。
エネルギーの地産地消
Qエネルギーを中心に、地域インフラ
ホールディングス 知●＋を設立してはどう
か。

A先進事例を調査し、研究したい。

を積極的に施策の中に加えてはいかがか。

A条例については、一定の効果が出て
いると考えており、実効性のある経済振

興策について検討を進めていく。

高柳駅整備工事の進捗状況
Q現在まで進捗状況は。
A当初の計画を変更し、既存の踏切の
閉鎖に先行して、自由通路の施設の一部

を平成30年２月末ごろに供用させる予

定。また、橋上駅舎についても秋ごろに

供用を前倒しする方向で協議中である。

都市整備基金
道路や橋梁の整備など、良好な

都市環境の整備の

ための基金。

柏駅周辺での客引きパトロール

柏駅東口ダブルデッキ

かしわ地域若者サポートステーションでのトレー
ニングの様子

市立図書館本館

 柏愛倶楽部 岡
お か だ

田　智
ち か

佳

 柏愛倶楽部 山
や ま し た

下　洋
よ う す け

輔

 日本共産党 渡
わ た べ

部　和
か ず こ

子

 柏愛倶楽部 吉
よ し だ

田　　進
すすむ

 柏愛倶楽部 永
な が の

野　正
ま さ と し

敏

市が追い込んだのではないか。

A納得した上で移られたと思う。
若者の就労支援
Qかしわ地域若者サポートステーション
事業 知●＋をもっと拡大し、ＰＲすべき。
A事業を紹介するチラシをコンビニ等
へ設置するよう調整中だ。

農業行政
Q燃油価格高騰によるハウス農家への
影響を調査し、支援を求めるべき。

A燃油高騰は一過性ではないので、実
態調査を行い、国や県に支援を求める。

柏駅西口北地区再開発事業
Q今までの駅前から大きく進化した新し
い形とは具体的にどういう構想か。

Aこれまでにない付加価値を生む都市
環境整備を図っていく。

Q補助金、負担金以外に税金を出すこと
もあり得るのか。

Aまだ検討する段階ではない。
Q西口や駅周辺にアリーナをつくる考え
があるのか。

Aアリーナを含めて、公共施設や民間
施設が検討されると思う。

Q 31億円ある都市整備基金知●＋を使うのか。
A基金を使う可能性もある。
Q現在建設中の10階建てマンションは
再開発事業が始まったら壊すのか。

Aそういうことになると思う。
Q既に引っ越しをした地権者もいる。本

 日本共産党 日
く さ か

下み
　 　 こ

や子

いるのにサッシ工は51.6％しか出てい

ない。この現状をどう受け止めるのか。

A真
しん

摯
し

に受け止める。今後、賃金水準

の確保等に継続的に取り組んでいく。

投票の権利を保障する選挙について
Q障害をお持ちの方や高齢者に、つえホ
ルダーの設置や文鎮を置いてほしい。

Aつえホルダーは設置の方向で検討し、
文鎮は備えてあるが、使えるようにする。

交差点の安全対策を
Q東町交差点の改善と豊住・永楽台間
の丁字路に信号機設置を求める。

A 永楽台交差点は信号機と待機のス
ペースがないとのこと。東町交差点は現

地を確認し、何ができるか検討していく。

国民健康保険事業について
Q 30年度の国保料は、29年度水準の
法定外繰り入れを確保すれば、保険料を

引き下げることができるのではないか。

A保険料引き上げ幅抑制の激変緩和と
は異なるので慎重にならざるを得ない。

コミュニティバスの実現に向けて
Q沼南地域、特に手賀、布瀬の交通不
便地域の交通はどうなるのか。

A現在乗合ジャンボタクシー及びデマ
ンド型タクシーの再編を検討している。

さらなる利便性向上を図れるようにする。

公共工事で働く労働者の賃金保障を
Q本市の公共事業で働く労働者の設計
労務単価が5度にわたり引き上げられて

学校、地域、関係機関と連携を強化し、

適切に対応する。

待機児童
Q国基準待機児童ゼロを達成しているが、
現実の待機児童の認識と対策は。

A平成30年４月１日より開園する新規
の整備等により定員が600名ほどふえ

る予定である。また二次利用調整も行う

など要望を丁寧に伺う。

運動施設
Q逆井運動場の拡張、名戸ケ谷運動広
場の公有化と相撲場の寒さ対策の囲いを

つくる抜本的対策はどうか。

A個別施設計画の中で検討する。相撲
場は効果的な防寒対策について検討する。

道路整備
Q私道であっても通学路として利用され
ている道路等は、公道と同様に市の負担

で整備すべきである。

A安全の観点から、教育委員会等の関
係部署と臨機応変な整備対応を行う。

Q南部地域など松戸市等に生活圏のある
市境の交通網対策はどうか。

A生活圏を踏まえた広域的な取り組み
の観点も考慮し、松戸市内への交通に

延伸を示し地域形成計画を策定する。

Q手賀西小学校の通学路は、交通量の
増加に伴う交通事故の危険性や人通りの

少ない場所での不審者事案が心配される。

その対応は。

A児童生徒が安全に通学できるように、

内部統制の整備
Q 28年度定期監査において、基本的な
事務処理の不備が散見されたとの指摘が

なされたが。

A適正な事務処理の確保に向けた取り
組みを最優先して進めていく。

介護離職 知●＋の防止
Q介護離職ゼロに向けて、市では今後ど
のように取り組んでいくのか。

A 精神的負担を軽減するケアラーズカ
フェ知●＋の活用やケアマネージャーとの信
頼を築くなど取り組みの意識を高めていく。

柏市客引き行為等禁止等条例の全
面施行と夜の経済振興
Q平成29年11月１日より条例が全面施
行された。安全なまちであれば、経済の拡

充も期待できると考える。夜の野外コン

サートや手賀沼の水辺を利用した夜景の演

出、飲食店の活性化など、夜の経済振興

柏駅前のまちづくり
QＤａｙＯｎｅタワー横、小柳町通りの
治安対策と今後の活用方針は。

A 壁面緑化も含め、市民と協力して、
魅力ある空間づくりに努めたい。

Q歩行者優先のまちづくりと柏駅周辺ま
ちづくり10カ年計画の進捗は。

A合意形成のとれた通りから、社会実
験を行い、課題解決方法を検証したい。

Q客引き禁止条例制定後の状況は。
A平成32年までに客引き行為を一掃する。
世界の学校と学び合う教室について
Q通信技術を活用し、姉妹都市の学校と
柏市内の学校を中継し、学び合うアク

ティブラーニングを。

A実現の可能性を協議していきたい。
今後の図書館のあり方
Q今後の図書館をどう考えているか。
A本館、分館を含め、柏市らしい図書
館を市民と検討していきたい。

教育行政について
Q部活動ガイドラインが策定されたが、
肝心の児童生徒の意見が反映されていな

いのではないか。

A今回の調査対象は保護者や教員であっ
たが、今後は児童生徒の声も直接聞く方

向で検討し、改訂版を作成する予定だ。

Q若年齢層の投票率が低い。彼らの政
治や生活に対しての当事者意識を育むよ

うな取り組みをすべきでは。

A主体的に民主政治にかかわる姿勢を
育むには、家庭教育、社会教育等との

連携強化が有効と考える。幼児期から

高校までの教育内容が体系づけられる

ように主権者教育を推進していく。

病児・病後児保育について
Q市民ニーズを鑑み、病児保育施設をさ
らに増設すべきでは。

A 29年度中に3施設目が新設される予定

だが、市民ニーズや利用状況等を検証し、

必要に応じてさらなる施設設置を検討する。

歳入確保・まちのにぎわいについて
Q本市の顔であるダブルデッキにネーミ
ングライツを導入してはどうか。

A柏駅前の象徴でもあるダブルデッキへ
の導入は歳入確保や、市全体にネーミン

グライツ導入を促す下地にもなる。そごう

柏店が閉店した今、柏駅周辺の活性化に

も期待できる。特性や地域への影響等を

踏まえながら検討していく。

ているのは、近隣では、本市と白井市だ

けであり、所得制限を廃止すべきでは。

A自治体間の拡大競争を繰り広げるの
ではなく、国による全国一律の制度とし

て、子ども医療費助成制度が早期に創

設されることを要望する。

Q市長の「子育てしやすいまち」とは、
どんなまちか。

Aさまざまな部分で、子どもをサポー
トする施策が充実していることだ。

ガバメントクラウドファンディング
ふるさと納税の寄附金の「使い道」をより具体的にプロジェクト化

し、そのプロジェクトに共感した方から寄附を募る仕組み。市では、

豊かな自然を身近に感じることができる「手賀沼」の魅力向上を図

るための「手賀沼」応援プロジェクトにおいてこの仕組みを活用し、

寄附金を募集している。

柏市ふるさと寄附金事業
より多くの方に「ふるさと柏」を応援していただくために、平

成29年10月１日からスタートした柏市版ふるさと納税事業

（柏市のふるさと納税事業拡充及び返礼品の提供）。本市の御当

地アイドル、コズミック☆倶楽部が寄附金PR大使を務めてい

る。

 ４
ページ

 ４
ページ
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かしわ地域若者サポート

ステーション事業
若者の職業的自立を支援する事業（通称：かし

わサポステ）。就職のための個別相談や情報提供

のほか、さまざまな専門機関との連携も行って

いる。

5
ページ
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知
って

かしわ乗合ジャンボタクシー 市民サイド・ネット 林
はやし

　紗
さ え こ

絵子

 市民サイド・ネット 松
ま つ も と

本　寛
ひ ろ み ち

道

 市民サイド・ネット 宮
み や た

田　清
き よ こ

子

「選ばれる街、柏」の教育
Q選ばれる街の教育はどのような状態に
なるべきなのか。子育て世代に選ばれる

には、本市の教育の優位性が一般に認知

されるほどにならなくてはいけないので

はないか。

A過去の学力・学習状況調査の結果等
を踏まえ、つまずきやすい内容を分析し

わかりやすい授業に取り組む。

Q「選ばれる」という言葉は、教育を頑
張っていると自己が主張するのではなく、

選ぶ側の市民、国民が選んだという結果

へのこだわりのある言葉ではないか。

Aおっしゃるとおりであり、成果を出
すよう頑張ってまいりたい。

 護憲市民会議 本
も と い け

池奈
な み え

美枝

 護憲市民会議 末
す え な が

永　康
や す ぶ み

文

 無所属 内
う ち だ

田　博
ひ ろ き

紀

選挙直前での市長選挙日程の変更
Q３週間前倒しして実施したことで、立
候補を断念した人もいたようだ。直前の

変更は慎重を期すべきではなかったか。

A１回の投票で衆議院選挙と市長選挙
ができることなど、市民に大きなメリッ

トがあれば同日選挙すべきとした。

Q越谷市などでは選挙期日を急に変更
することの問題等を考慮し、平成29年

10月29日投票の日程を変更しなかった。

重要な判断をするときに他市の動向もわ

からないというのは問題だ。こうした他

市の動向をどのように研究したのか。

A他市のそうした態度については情報
が入っていなかった。

市長選挙の公約について
Q公約にふるさと柏ミュージアムをつく
るなどとあるが、内容や費用、財源など

は示されていない。また問題になってい

る市立柏病院の建てかえ問題や、柏駅西

口再開発事業にも触れていない。任期は

４年だ。具体的な計画や方針を示して立

候補するべきではないか。

A具体的な内容が始まるときにはきち
んと数値等を示し、皆さんに議論してい

ただきたい。

Q市民参加でまちづくりをするという言
葉がどこにもなかったが、皆さんとは誰

か。

Aあるテーマについて関心を持ってい
る市民を想定している。

高齢者計画に介護者への支援を
Q介護を必要とする要介護者は全国に
600万人。その７割を家族が介護して

いる。介護の社会化を目的に介護保険制

度がつくられたが、介護のために仕事を

やめる人が年間10万人、介護者による

殺人や心中が毎月３件以上起きている。

30年度から３年間の柏市高齢者いきい

きプラン21に、介護者の支援という項

目を入れ、介護にかかわる人を支える仕

組みが必要ではないか。

A重要な課題と認識している。枠は設
けていないが、多様な側面から支援する

取り組みがある。

フッ素塗布
Q本市はフッ化物歯面塗布事業を行って
いるが、有効性と安全性について学者の

見解は一致せず、ＷＨＯや日本弁護士連

合会も警告を出している。このような指

摘も鑑みて事業を検証できているか。

A日本歯科医師会等より安全性が示さ
れ、国の指針に基づき進めている。

Q委託費を受ける歯科医が推進するのは
当たり前。因果関係が強い機関の研究だ

けで安全性を判断すべきではない。

A関係機関の判断を尊重している。
学校規則
Q本市でもブラック校則が生徒の人権を
侵害する恐れがあるが、校則は生徒自身

が改善できる体制になっているか。

A見直しは校長の権限だが、生徒の自
主性を生かすよう、各校に周知したい。

Q閉鎖的なルールは過剰になりがちなの
で、全校でＨＰに公開したらどうか。

A積極的に進めていきたい。
学用品備品化
Q算数セットを備品化した学校もあるが、
毎年1年生の保護者に購入させている学

校が多数。本当に必要な教材が何か見直

し、各校に指導するべきではないか。

A負担軽減に努めるよう周知する。
Qお下がりの活用はできているか。
A対応している学校もあるので、好事
例として進めていきたい。

新年度予算編成
Q新年度予算は何を重点にしているのか。
A教育・子育て、健康・高齢者等の福祉、
地域活性化の3つの重点事業について精

査していく予定である。

選挙
Q投票箱に鍵がなかったり、集計ミスが
あったり、開票に時間を要した。また、

市長が挨拶文を公費で配布しているのは、

公職選挙法178条に抵触するのでは。

A開票のおくれ等今後二度と起こらな
いように徹底していく。市長選後に発送

した文書はふるさと協議会等、市政運

営に関連のある団体に対し発送したも

ので、特定の選挙人に当選に関する挨

拶を目的に発送したものではない。

Q選挙人に挨拶をすることは、公職選挙
法178条でしてはいけないとしている。

どこの予算項目で出したものか。

A済みません。項目は、よくわからない。
Q市長の後援会にひまわり政経懇話会
から28年度、29年度1,000万円寄附

されているが間違いないか。

Aその通りだ。
Q本市内の政財界の方で本市の補助を
受けている方もいるのではないのか。

A個人がメンバーだと思うので、その
個人の方が直接というのは多分ない。

柏駅周辺整備事業について
Q東口のそごう柏店が閉店して1年以上
たった現在、何の動きも見えない。また

西口北地区再開発についても、総事業費

も含め、いつごろ全体像が示せるのか。

A西口北地区は地権者の意向を事業組
合が事業協力者とともに、個別面談で

行っている。円滑に図られれば31年度

以降に工事着工を目指すと聞いている。

不登校の児童について
Q 28年度は小学校53人、中学校199
人いる。27年度よりもふえている。ど

のような指導をしているのか。

A不登校の要因として、不安傾向、無
気力傾向、学校での人間関係の3つの要

因が報告されている。適応指導教室や

訪問指導員等の支援体制を強化し、き

め細かに対応をしてきた。

介護保険について
Q 30年度は保険料の見直しの時期だ。
所得の低い方の負担を軽減すべきだ。

A所得に応じて18段階に区分し、基準
段階を低くし国が示す負担割合よりも

低くして低所得者の軽減を図っている。

女性行政について
Q女性の管理職は6.8％で県内6番目で
決して高いと言えない。どうするのか。

A第三次柏市男女共同参画推進計画に
女性管理職の割合を15％以上にするこ

とを達成目標に掲げ、取り組んでいる。

コミュニティ交通について
Qジャンボタクシー・コミュニティバス
の役割をどう認識しているのか。

Aジャンボタクシーやコミュニティバ
ス、デマンド交通といったコミュニティ

交通については、路線バスを補完し、連

携できる役割を持つものと認識している。

Qコミュニティバス路線で使用していた
車両の保管状況はどうなっているか。

A車両について所有するバス事業者に
確認したところ、学校施設等の運送に使

用されている。コミュニティ交通として

の小型バス等は高齢者に配慮した交通

の構築の観点から重要であると考えて

おり、計画の策定に当たってはこれらの

手段を活用することを前提に検討する。

柏市高齢者いきいきプラン21

 無所属 上
か み は し

橋 泉
いずみ

保育園の待機児３年連続ゼロについて
Q市長は10月の市長選挙で、保育園の
待機児３年連続ゼロを大きくＰＲした。

私がある方に「これは国基準ということ

で、現実には大変な数の待機児がいる」

と言ったら、その方は「これうそを言っ

たと同じことじゃないですか」と言った。

待機児の問題の現実を知ると、同じよう

に思う人が多いと思う。このことについ

て、市長の答弁を求める。

A国基準待機児ゼロの維持を図りつつ、
一人でも多くのお子さんが保育施設を

利用できるよう取り組みを進めてまいる。

Q国基準は一般の方にはわからないが。
A 今後また違う基準のあらわし方が
あった場合は、それをきちんと示す。

 無所属 北
き た む ら

村　和
か ず ゆ き

之
子どもの死検証制度化
Q虐待、事故、病気、自殺など子どもの
死亡原因はさまざまだが、子どもの死と

いうのは普通ではないし、浮かび上がって

くる問題が必ずあり、予防のための検証

の必要性を感じる。国でも導入を検討し

ているチャイルド・デス・レビュー 知●＋

の本市においての必要性について認識は

どうか。

A予防可能な子どもの死を繰り返さな
いためにも子どもの死亡事例を幅広く

検証することは大変重要であると認識

している。同様の死を繰り返さないこと

はこれまで亡くなられたお子様や残さ

れた御家族に対しても重要であることと

認識しており、市としても関係機関と連

携し取り組みを進めてまいりたいと考え

ている。

ケアラーズカフェ
障害者や高齢者など家族の介護に携わる

人（ケアラー）の息抜きや情報交換など

の場として運営されているカフェ。市内

にも数カ所ある。

地域インフラホールディングス
電力、公共交通、上下水道、通信、ごみ事業など複数

の地域インフラ事業を統合的に経営し、黒字事業の収

益で赤字事業を支え、地域のインフラを維持すること。

5
ページ

5
ページ

チャイルド・デス・レビュー
事故や虐待などによる子供の死亡事例を幅広く検証

し、再発防止につなげる制度。米国等で制度化され

ている。

6
ページ

介護離職
家族などの介護や看護を理

由に、就業者が離職や転職

をすること。

5
ページ




